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●定額減税対応システム改修事業
●マイナンバーカード記載事項変更に係るシステム改修事業
●生活支援給付金給付事業
●第３期子ども・子育て支援事業計画策定事業
●新型コロナウイルスワクチン接種事業
●林道明神線開設事業
●ビジネス拠点施設整備等事業
●表佐80号線路側改良事業

323万９千円
1,091万２千円
9,142万４千円

350万円
175万５千円
3,511万５千円
２億3,600万円

675万円

垂井町一般会計繰越明許費の報告について
令和６年度に８事業を繰り越し

・「生活支援給付金」給付事業
　令和６年度に新たに住民税所得割非課税等となった世帯に対して、１世帯
10万円、当該世帯の子ども１人につき５万円を支給する事業。
・「調整給付金」給付事業
　納税者及び配偶者を含めた扶養親族１人につき令和６年分の推定所得税で
３万円、令和６年度分の個人住民税で１万円の減税を行う定額減税の実施に
伴い、定額減税可能額よりも税額が少ない場合に、定額減税しきれない「差
額相当分」を給付する事業。

●生活支援給付金等給付事業
　２億8,322万１千円を増額　

　提案型地域活性化事業補助金の申請者数が増加
したことから、町合併70周年を祝うため補助金に
要する費用を追加しました。

●提案型地域活性化事業補助金　
　85万円の増額

　民間木造住宅耐震診断についての相談件数が増
加したことから、耐震診断業務に要する費用を追
加しました。

●民間木造住宅耐震診断業務委託料
　47万３千円の増額

　
６
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６
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５
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で
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れ
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専
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処
分
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承
認
、
条
例
改
正
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補
正
予
算
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負
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締
結
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ど
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長
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出
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案
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件
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決
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。
ま
た
、
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許
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告
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町
土
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開
発
公
社
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経
営
状
況
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報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第２回
定例会
第２回
定例会　令和６年度一般会計補正予算が上程・審議されました。歳出予算の主な内

容は、以下のとおりです。

令和６年度垂井町一般会計補正予算
歳入歳出予算の総額 101億3,999万５千円

「生活支援給付金」　　１億810万円
「調整給付金」　　　１億6,527万円
※給付事業経費　　　　 985万1千円

繰越明許費

歳出予算の経費のう
ち、その性質上また
は予算成立後の事由
に基づき、年度内に
その支出を終わらな
い見込みのあるもの
について、予算の定
めるところにより、
翌年度に繰り越して
使用する経費をいい
ます。
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６月定例会の審議議案と議員の賛否については、11ページをご覧ください。

　地域経済を活性化するため、旧東保育園施設を
改修したビジネス拠点施設の整備を進めており、
施設運営に必要となる条例の制定について、議会
において審議し、可決しました。
　当施設は、特に町外からの事業者を誘致するた
めのサテライトオフィスや創業における拠点、テ
レワークのためのコワーキングスペースを整備し
た施設です。本年12月の供用開始を予定してい
ます。

垂井町ビジネス拠点施設の設置及び管理
に関する条例の制定について
施設の名称は
コネクトベース垂井

　当施設は、障害者の日常生活及び社会生活を総
合的に支援するための法律に規定する生活介護及
び就労継続支援Ｂ型の多機能事業を実施しており、
このうち就労継続支援Ｂ型の定員を10人から20
人に増員することから、施設の整備が行われます。
また、利用者の利便性の向上と安全性の確保を図
るため、エレベーターの新設が予定されています。
　施設整備に向けた改修工事の事業者を選定する
入札が行われ、予定価格が一定金額を超えること
から、議会において当該工事契約の締結について
審議し、可決しました。

●契約相手方　　平成興産株式会社
●契約金額　　　9,185万円
●工事完了期限　令和７年２月17日

けやきの家改修工事請負契約の締結に
ついて
就労継続支援Ｂ型の
定員を増員

　行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法律の施行
に伴い、令和６年12月２日から被保険者証及び資格証明書が発行されなくなります。
　そのため、被保険者の資格に係る情報については、資格確認書や資格情報のお知らせなど、厚生労働省令
で定める事項を記載した書面の交付等により被保険者に提供することになることから、岐阜県後期高齢者医
療広域連合の構成市町である本町でも、議会においてその処理する事務及び規約の変更に関する協議につい
て審議し、賛成多数で可決しました。

岐阜県後期高齢者医療広域連合の処理する事務及び規約の変更に関する協議について

県後期高齢者医療広域連合の処理する事務及び規約を変更

●賛成討論
　高齢者医療に関する事務は、岐阜県後期高齢者
医療広域連合において処理されており、今回の見
直しについても、構成市町のそれぞれの市町村に
おいて、変更の議案が上程され、統一的に進めら
れている。今回の規約の変更がなければ、マイナ
保険証制度への移行が困難になる点も踏まえ、高
齢者医療の円滑な運営や高齢者の方々が安心して
医療を受けていただく環境整備、またＤＸの推進
のためにも、本議案に賛成するもの。

●反対討論
　マイナ保険証は医療機関に設置されたカードリ
ーダーで、患者本人かどうかを確認するオンライ
ン資格確認を行うのが最大の特徴であるが、受診
回数が少ない若い世代や、パソコン操作が苦手な
高齢者らには、メリットを感じにくいのが現状で
ある。さらに、マイナ保険証をめぐるトラブルも
発生しており、保険証の廃止を強行すれば、大混
乱に陥るのは必至と考えるため、本議案に反対す
るもの。

●ロゴマーク
　漢字の「人」をモチーフ
にして、人が集って繋
がり、輝く様子を表現
しています。
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　ＣＩＯ補佐官の力を活用して、どのよ
うにＤＸを推進していくのか。
　ＤＸを推進していくための方法は様々
あるが、垂井に合ったＤＸを推進してい
くことが重要である。ＣＩＯ補佐官の知
恵を借りて取り組んでいく。

Ｑ.

Ａ.

ＣＩＯ補佐官委託業務

　町営住宅の空き室はどれくらいか。空
き室を活用できるよう、収入制限を緩和
してはどうか。
　空き室は約40％である。収入制限の
緩和は難しいが、空き室の活用について
は検討していきたいと考えている。

Ｑ.

Ａ.

町営住宅の活用
　役場庁舎周辺の都市計画変更に係る進
捗状況は。
　都市計画の変更については、来年の春
を目指しており、現在、市街化区域への
編入や地区計画の指定、用途地域の変更
について、県と協議中である。６月末に
は住民説明会を開催する。

Ｑ.

Ａ.

宮代地内の都市計画の変更

　他市町ではビジネス拠点施設の利用率
が下がっているという話もあるが、利用
率を上げるための手法は。
　コミュニティマネージャーの配置を予
定しており、その役割には企業誘致も含
まれている。町が持っている情報等も活
用しながら、企業に対してＰＲしていく。

Ｑ.

Ａ.

ビジネス拠点施設の利用促進
　町消防団のあり方検討委員会の設置目
的は。
　消防団員を確保することが難しい状況
であるが、消防団組織は重要な役割を
担っている。今後も消防団組織を維持し
ていくために、検討委員会でそのあり方
について必要な検討をしていきたい。

Ｑ.

Ａ.

町消防団のあり方検討委員会

　定額減税の調整給付金とは。
　定額減税は、住民税所得割額の納付義
務者が対象であり、納税義務者及び扶養
親族等１人につき１万円が減税される。
減税しきれない場合は、調整給付金とし
て支給される。

Ｑ.
Ａ.

個人住民税定額減税

○財務書類４表の報告
○組織機構再編プロジェクトチームの設置
○令和５年度　町税の収納状況
○比女町営住宅の火災

○庁舎敷地の急速充電器の設置
○能登半島地震に係る人的支援状況
○農地の効率的な集約に向けた地域計画の策定
○朝倉運動公園パークマネジメント事業　など

その他の協議・報告事項

総務産業建設委員会
　総務産業建設委員会では、総務課、企画調整課、
税務課、建設課、都市計画課、産業課、選挙管理委
員会、監査委員及び農業委員会の担当事業に関する
内容について調査研究を行っています。

委員長　中村　ひとみ
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　各小中学校のプール施設の老朽化状況は。
　今年度、各小中学校のプール用ろ過機
等改修工事を行っている。授業内容等も
検討しながら、必要な範囲でプールの修
繕を実施していきたいと考えている。

Ｑ.
Ａ.

小中学校プールの状況

　浄化センター調整池を太陽光発電設備
用地として貸し付けるメリットは。
　調整池を有効活用することにより、土
地の賃借料収入や、草刈りのための管理
経費の削減が見込める。また、固定資産
税（償却資産）の収入も見込める。

Ｑ.

Ａ.

浄化センター用地利活用事業

　「コープぎふ」との連携協定の内容は。
　安心して子育てできる環境づくりを推
進するため、子育て家庭の見守り活動や
子育て支援に関する広報活動などについ
て、幅広く連携を図っていく。

Ｑ.
Ａ.

子育て支援に関する連携協定

　美濃国府跡や菩提山城跡の整備につい
て、今後、バーチャル等「ＤＸ」の活用は
検討されているか。
　それぞれの文化財の事業が終わり次第、
整備方針について検討していきたいと考
えている。

Ｑ.

Ａ.

文化財の整備方針

　クリーンセンターのあり方について進
捗状況は。
　今年度、クリーンセンターの整備方針
を検討するため、支援業務を委託する。
最適なごみ処理施設の形態を調査するな
ど、今後のごみ処理のあり方を検討して
いく。

Ｑ.

Ａ.

クリーンセンターのあり方

　町合併70周年であることから、記念
品を配布されるのか。
　記念品の配布は予定していないが、喜
寿、米寿、白寿の方や80歳以上の方へ
の長寿お祝い商品券については、500円
増額してお贈りする。

Ｑ.

Ａ.

ふれあい長寿フェア

○町健康福祉総合計画の策定
○病児・病後児保育所の開設
○東小校舎長寿命化改修工事
○国民健康保険及び後期高齢者医療保険に係る被保険者証の一斉更新　　など

○医療的ケア児の受け入れ体制の整備
○汚水処理施設整備構想策定業務
○中学校部活動の地域移行

その他の協議・報告事項

文教厚生委員会
　文教厚生委員会では、健康福祉課、子育て推進課、
住民課、上下水道課及び教育委員会の担当事業に関
する内容について調査研究を行っています。

※条例改正により、令和６年度から上下水道課は文
教厚生委員会の所管になりました。

委員長　藤墳　理
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一
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質
問
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は
、
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員
が
町
長
ほ
か
執
行
部
に

対
し
て
、
町
政
全
般
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わ
た
り
質
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・
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望
を
述

べ
る
こ
と
を
い
い
、
各
定
例
会
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お
い
て
行
わ
れ

ま
す
。

　

６
月
定
例
会
で
は
、
９
人
の
議
員
が
登
壇
し
町

政
課
題
へ
の
提
言
や
質
問
を
行
い
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た
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紙
面
の
都
合
上
、
質
問
と
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を
要
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た
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を
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載
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い
ま
す
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議
員
名
の
下
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Ｑ
Ｒ
コ
ー
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を
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み
取
る
と
、
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画
を
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る

こ
と
が
で
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す
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▲運用方針はこちらから
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夫
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・
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ど
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学
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利
用

で
き
る
よ
う
な
配
慮
も
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討

し
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く
。
学
習
ス
ペ
ー
ス

と
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後
の
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や
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者
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ケ
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の
内
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を
参
考
に
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改
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を
図
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て
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く
。
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学
習
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人
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れ
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い
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ま
た
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こ
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学
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し
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学
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れ
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イ
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イ
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お
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イ
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イ
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学
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。
気
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具
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フ
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い
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め
、

学
習
の
場
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大
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ま

た
、Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
も
整
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
活
用
し
た
学
習
も
可

江上 裕子議員

YouTubeは
こちらから

問
「学びを支える環境づくり」の
一環としての公共施設における
学習スペースについて

答 各公共施設のマナーやエチケットに配慮しながら改善を図る

議員名 内　容

江上　裕子

藤墳　理

水野　忠宗

山田　成利

中村ひとみ

富田　栄次

鈴木　準二

中川　泰一

小宅　宏

○「学びを支える環境づくり」の一環として、公共施
設における学習スペースについて

○垂井町ＤＸ推進計画を問う

○町まちづくりセンターについて

○多文化共生の推進について

①多文化共生社会の推進のため「やさしい日本語」の 
活用について
②「大規模災害に備える携帯トイレの備蓄」の推進に
ついて
③非正規公務員の賃上げの遡及改定について

①表佐に谷崎潤一郎の爛柯亭・細雪（蛍狩り）文学碑
の設置を
②認知症の人が安心して暮らせる垂井町に向けて
　行方不明を防ぐ・見つける

①竹中氏陣屋跡（櫓門）周辺の整備について
②菩提山城跡ハイキングコースの整備について

○町消防団消防車に搭載している無線機について

①能登半島地震から考える～地震大国、日本に原発は
いらない
②本町は、地震災害の極めて危険な位置に存在してお
り、 その対策が必要
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一般質問

町
の
考
え
を

問
う
問
う



問　
本
計
画
の
見
直
し
の
タ

イ
ミ
ン
グ
、
判
断
基
準
は
誰

が
決
め
る
の
か
。

企
画
調
整
課
長　
現
状
把
握

か
ら
迅
速
に
意
思
決
定
を
行

い
、
実
行
に
移
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
た
め
、
計
画
期
間

て
い
く
。
特
に
町
民
の
み
な

さ
ん
の
手
続
等
に
直
接
影
響

が
あ
る
場
合
は
、
適
切
な
時

期
と
方
法
に
よ
り
し
っ
か
り

と
周
知
に
努
め
る
。

問　
２
０
２
７
年
度
末
ま
で

に
計
画
は
完
了
す
る
か
。

企
画
調
整
課
長　
全
て
の
取

組
を
本
計
画
期
間
内
に
完
了

さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
柔
軟
に
見
直
し
を
行
う

こ
と
を
前
提
と
し
な
が
ら
Ｄ

Ｘ
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
町
長
の
意
気
込
み
と
展

望
は
。

町
長　
Ｄ
Ｘ
推
進
は
町
民
の

み
な
さ
ん
を
は
じ
め
職
員
の

幸
福
度
や
満
足
度
を
よ
り
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
。
そ

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
り
、

業
務
の
改
善
を
図
っ
た
り
と

い
っ
た
手
法
を
取
り
入
れ
て

い
く
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
、
効
果
的
に
Ｄ
Ｘ
を
推
進

し
、
地
域
幸
福
度
の
向
上
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

内
に
お
い
て
も
柔
軟
に
見
直

す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
そ
の
意
思
決
定
は
、

行
財
政
改
革
推
進
検
討
委
員

会
で
検
討
し
、
課
長
級
以
上

で
構
成
さ
れ
る
経
営
統
合
会

議
に
お
い
て
決
定
す
る
。

問　
専
任
職
員
の
登
用
は
考

え
て
い
る
か
。

企
画
調
整
課
長 

副
町
長
を

Ｃ
Ｉ
Ｏ
（
最
高
情
報
統
括
責

任
者
）
と
し
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ
を
補

佐
す
る
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
を
２

名
（
１
人
は
企
画
調
整
課
長
、

も
う
１
人
は
専
門
的
知
識
を

有
す
る
民
間
の
デ
ジ
タ
ル
専

門
人
材
）
配
置
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
令

和
６
年
４
月
22
日
付
で
民
間

企
業
と
業
務
委
託
契
約
を
締

結
し
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
を
決

定
し
た
。

問　
Ｄ
Ｘ
を
活
用
す
る
た
め

の
町
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

企
画
調
整
課
長　
Ｄ
Ｘ
の
取

組
の
進
捗
状
況
は
、
広
報
た

る
い
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
行
い
な

が
ら
、
広
く
町
民
に
周
知
し

藤墳 　理議員

YouTubeは
こちらから

水野 忠宗議員

YouTubeは
こちらから

問

答

垂井町ＤＸ推進計画を問う

限られた財源の中で効果的に
ＤＸを推進し、地域幸福度を向上させる

問　
庁
舎
東
館
改
修
工
事
基

礎
調
査
等
業
務
の
結
果
は
。

総
務
課
長　
構
造
体
へ
の
超

音
波
探
傷
試
験
で
は
、
多
く

の
箇
所
が
不
合
格
と
な
り
、

外
観
目
視
調
査
で
は
防
水
部

材
の
劣
化
な
ど
に
よ
り
鉄
骨

の
腐
敗
や
外
壁
の
損
傷
が

あ
っ
た
。
こ
の
調
査
結
果
に

よ
り
、
防
水
や
防
錆
な
ど
必

要
な
補
修
を
し
な
が
ら
こ
れ

ま
で
ど
お
り
の
用
途
で
活
用

す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
用

途
変
更
を
計
画
す
る
場
合
に

は
、
構
造
計
画
や
大
規
模
改

修
な
ど
に
多
く
の
費
用
が
必

め
に
訪
れ
る
ほ
か
、
町
に
登

録
さ
れ
て
い
る
ま
ち
づ
く
り

住
民
活
動
団
体
の
方
が
自
主

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
啓
発
の
た

め
、
広
報
た
る
い
の
ま
ち
づ

く
り
伝
言
板
へ
の
掲
載
申
請

に
来
た
り
、
団
体
の
方
が
年

に
一
、
二
回
相
談
に
来
た
り

す
る
。

問　

町
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
は
誰
も
が
訪
れ
や
す
い

施
設
で
あ
る
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
る
が
。

企
画
調
整
課
長　
各
地
域
の

課
題
や
分
野
別
の
課
題
な
ど

に
対
し
て
、
住
民
や
団
体
の

み
な
さ
ん
が
主
体
的
に
取
り

組
む
た
め
に
、
相
談
と
助
言
、

情
報
収
集
と
提
供
、
人
材
育

成
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
誰
も
が
気
軽
に

立
ち
寄
り
相
談
が
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
く
。

問　

町
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
と
生
涯
学
習
課
の
連
携

が
必
要
で
は
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長　
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
中
で
、
社

会
教
育
の
位
置
付
け
は
非
常

に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
た
め
、
今
後
も
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
を
は
じ
め
町

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
相

互
に
協
力
、
連
携
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

要
と
な
る
。

問　

町
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
を
旧
垂
井
地
区
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
に
い
つ
ま
で

置
か
れ
る
の
か
。
ま
た
、
利

用
状
況
は
。

企
画
調
整
課
長 

現
在
、
町

商
工
会
と
共
同
で
建
物
を
使

用
し
管
理
し
て
い
る
が
、
町

商
工
会
は
、
旧
東
保
育
園
ビ

ジ
ネ
ス
拠
点
施
設
へ
の
移
転

が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

移
転
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
あ
わ

せ
、
町
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
の
位
置
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
く
。
ま
た
、
利
用

状
況
に
つ
い
て
、
貸
館
業
務

は
行
っ
て
い
な
い
。
訪
問
者

は
、
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
方
や
地
区
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど
の
関

係
者
が
事
務
的
な
手
続
の
た

問
町
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

答
誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
り

相
談
で
き
る
体
制
を
整
え
る
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一般質問



そ
の
他
の
質
問

問　
や
さ
し
い
日
本
語
の
活

用
を
民
間
レ
ベ
ル
で
進
め
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
。

企
画
調
整
課
長　
ま
ず
は
職

員
が
や
さ
し
い
日
本
語
を
学

び
、
外
国
籍
の
方
の
み
な
ら

ず
、
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど

全
て
の
人
に
分
か
り
や
す
く
、

や
さ
し
い
窓
口
に
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

事
例
を
参
考
に
し
、
外
国
籍

の
方
の
み
な
ら
ず
全
て
の
人

に
や
さ
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

る
。
ま
た
、
本
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
、
や
さ
し
い
日

本
語
に
変
換
す
る
機
能
を
取

り
入
れ
て
い
な
い
が
、
先
進

よ
っ
て
様
々
で
あ
る
が
、
お

お
む
ね
備
蓄
は
さ
れ
て
い
る
。

公
助
の
た
め
の
行
政
備
蓄
を

優
先
し
な
が
ら
、
福
祉
施
設

を
含
め
た
自
助
・
共
助
に
よ

る
備
蓄
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

問　
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の

整
備
を
積
極
的
に
検
討
し
て

は
。

企
画
調
整
課
長　
ト
イ
レ
対

策
の
一
つ
と
し
て
大
変
有
効

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
整
備
さ
れ
て
い
る
自

治
体
の
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
調
査・研
究
し
て
い
く
。

●
非
正
規
公
務
員
の
賃
上
げ

の
遡
及
改
定
に
つ
い
て

問　
適
切
な
携
帯
ト
イ
レ
の

使
用
方
法
等
を
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
へ
反
映
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

企
画
調
整
課
長　
令
和
４
年

４
月
に
改
訂
し
た
町
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
既

設
ト
イ
レ
を
活
用
し
た
携
帯

ト
イ
レ
・
簡
易
ト
イ
レ
の
使

用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
掲
載

し
て
い
る
。

問　
介
護
福
祉
施
設
に
お
け

る
携
帯
ト
イ
レ
等
の
備
蓄
状

況
を
確
認
し
、
支
援
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

健
康
福
祉
課
長　
事
業
所
に

中村ひとみ議員

YouTubeは
こちらから

問 多文化共生社会の推進のため
「やさしい日本語」の活用について

答 全ての人にやさしい窓口やホームページづくりに努める

山田 成利議員

YouTubeは
こちらから

問　
本
町
に
お
け
る「
多
文

化
共
生
推
進
指
針
」の
作
成

状
況
や
今
後
の
考
え
は
。

企
画
調
整
課
長　
第
６
次
総

合
計
画
の
テ
ー
マ
別
戦
略
に

お
い
て
、「
多
文
化
共
生
社

会
の
実
現
の
た
め
、
社
会
環

境
の
整
備
と
、
教
育
と
啓
発

の
充
実
に
取
り
組
む
」と
し

て
お
り
、
ま
た
、
町
人
権
施

策
推
進
指
針（
第
２
次
改
定
）

で
は
、
相
互
理
解
を
深
め
る

交
流
活
動
の
推
進
、
出
前
講

座
等
の
推
進
、
国
際
理
解
教

育
の
推
進
、
外
国
人
の
た
め

の
日
本
語
講
座
等
の
促
進
な

ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
今

後
も
町
の
計
画
や
県
の
基
本

方
針
な
ど
に
基
づ
き
な
が
ら

多
文
化
共
生
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

組
ん
で
い
く
。

問　
今
後
、
多
文
化
共
生
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
団
体
と
ど

の
よ
う
に
連
携
し
、
推
進
し

て
い
く
か
。

企
画
調
整
課
長　
今
年
度
は
、

町
が
垂
井
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
に
委
託
し
、
た
る
い

日
本
語
教
室
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
町
内
の
国
際
交

流
団
体
、
メ
ル
ボ
ル
ン
倶
楽

部
が
行
政
提
案
型
協
働
事
業

の
採
択
を
受
け
て
多
文
化
共

生
交
流
会
を
計
画
し
て
い
る
。

今
後
も
地
域
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
団
体
と
連
携
し
な
が
ら

多
文
化
共
生
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

問　
多
文
化
共
生
社
会
の
長

期
的
な
取
組
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
外
国
の
方
が
そ
の
地

域
を
選
び
、
そ
こ
に
長
く
住

み
た
い
か
否
か
に
つ
い
て
は
、

日
本
人
側
の
意
識
が
大
き
く

関
与
す
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ト
ラ
ブ
ル
等
の
発
生
を
想
定

し
た
と
き
、
ど
う
歩
み
寄
る

か
が
非
常
に
大
切
に
な
っ
て

く
る
。
今
後
も
地
域
で
活
動

さ
れ
る
団
体
の
み
な
さ
ん
と

し
っ
か
り
連
携
を
深
め
、
多

文
化
共
生
の
推
進
に
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
多
言
語
対
応
の
体
制
を

強
化
す
る
考
え
は
。

企
画
調
整
課
長 

毎
週
水
曜

日
の
午
前
中
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
通
訳
窓
口
を
開
設
し
て
い

る
。
ま
た
、
令
和
５
年
度
か

ら「
カ
タ
ロ
グ
ポ
ケ
ッ
ト
」と

い
う
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
広

報
た
る
い
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
、
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い

て
多
言
語
で
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
、
県
在
住
外
国
人
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
、
15
言
語
以
上

で
の
電
話
相
談
を
受
け
付
け

て
お
り
、
相
談
者
と
役
場
と

セ
ン
タ
ー
の
３
者
間
通
話
が

で
き
る
支
援
も
あ
る
。
現
在
、

こ
れ
ら
を
活
用
し
な
が
ら
外

国
籍
の
方
へ
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
今
後
も
多
言

語
機
能
の
体
制
強
化
に
取
り

問
多
文
化
共
生
の
推
進
に
つ
い
て

答
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
団
体
と
連
携
し
、

多
文
化
共
生
の
推
進
に
取
り
組
む

問
「
大
規
模
災
害
に
備
え
る
携
帯
ト
イ
レ

の
備
蓄
」
の
推
進
に
つ
い
て

答
引
き
続
き
災
害
用
ト
イ
レ
の
充
実
に

取
り
組
む
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問　
蛍
狩
り
・
細
雪
文
学
碑

を
設
置
で
き
な
い
か
。

教
育
長　
地
域
の
み
な
さ
ん

か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
、
地
域

の
み
な
さ
ん
と
十
分
協
議
を

し
な
が
ら
、
ハ
リ
ヨ
の
里
に

細
雪
の
紹
介
や
蛍
狩
り
の
場

面
の
表
現
を
位
置
付
け
た
案

内
表
示
板
な
ど
の
設
置
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

る
の
か
は
、
本
人
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
や
性
格
な
ど
の
状

況
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を

タ
イ
プ
別
に
整
理
し
な
が
ら
、

本
人
に
よ
り
適
し
た
機
器
を

選
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
い
る
の
で
、
お
気
軽
に

相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
貸
与
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
る
自
治

体
が
あ
る
が
、
本
町
も
実
施

し
て
は
。

健
康
福
祉
課
長　
本
人
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
に
合
っ

た
機
器
を
選
択
で
き
な
い
と

い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、

機
器
を
選
ぶ
手
間
が
省
け
、

手
続
も
簡
素
で
あ
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
貸
与
方

式
を
一
つ
の
選
択
肢
と
捉
え
、

必
要
な
方
が
よ
り
利
用
し
や

す
い
制
度
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
認
知
症
の
行
方
不
明
者

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
対

応
さ
れ
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
課
長 
事
前
の
対

策
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
認
知
症
対
策
を
推
進

す
る
た
め
認
知
症
高
齢
者
等

の
見
守
り
支
援
事
業
と
し
て
、

「
ど
こ
シ
ル
伝
言
板
を
活
用

し
た
見
守
り
シ
ー
ル
の
交
付

事
業
」「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
の
購
入

等
に
対
す
る
助
成
制
度
」を

行
っ
て
い
る
。
今
年
度
か
ら

「
個
人
賠
償
責
任
保
険
事
業
」

も
開
始
し
た
。

問　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
発
信
機
の
選
び

方
は
。

健
康
福
祉
課
長　
ど
の
タ
イ

プ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
選
択
す

富田 栄次議員

YouTubeは
こちらから

問 表佐に谷崎潤一郎の爛柯亭・
細雪(蛍狩り)文学碑の設置を

答 要望に応じて案内表示板などの設置について検討する

問　
櫓
門
北
側
石
垣
の
整
備

と
将
来
的
な
堀
の
復
元
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
環
境
が

整
え
ば
取
り
組
め
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　
文
化
財
と

し
て
の
調
査
を
行
い
、
竹
中

氏
陣
屋
跡
の
復
元
像
を
確
定

す
る
な
ど
、
整
備
で
き
る
条

件
が
整
っ
た
段
階
で
、
公
有

地
化
と
整
備
事
業
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、

教
育
委
員
会
で
は
、
竹
中
半

兵
衛
の
居
城
で
あ
る
菩
提
山

城
跡
の
国
史
跡
指
定
を
目
指

し
、
昨
年
か
ら
総
合
調
査
を

進
め
て
お
り
、
そ
の
後
、
順

次
、
竹
中
氏
陣
屋
跡
の
調
査

に
つ
い
て
も
計
画
的
に
進
め

て
い
く
。

町
長　
菩
提
山
城
跡
は
国
の

史
跡
指
定
を
目
指
し
て
お
り
、

ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
、
登
山

者
が
増
え
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
る
た
め
、
今
後
と
も
登
山

路
愛
護
会
や
、
岩
手
地
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
、
竹
中
半

兵
衛
重
治
公
顕
彰
会
と
協
力

し
、
安
全
か
つ
快
適
に
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
に
整
備
を

し
て
い
く
。

産
業
課
長　
菩
提
山
城
跡
や

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備

は
毎
年
度
行
っ
て
お
り
、
簡

易
な
整
備
に
つ
い
て
は
、
地

元
の
菩
提
山
登
山
路
愛
護
会

へ
委
託
し
て
い
る
。
ま
た
、

令
和
３
年
度
に
行
っ
た
菩
提

山
城
跡
解
説
看
板
取
替
修
繕

は
、
地
元
か
ら
城
の
縄
張
り

に
つ
い
て
、
解
説
付
き
の
看

板
を
設
置
し
て
ほ
し
い
と
い

う
要
望
を
い
た
だ
き
、
看
板

は
町
で
作
成
し
、
設
置
は
菩

提
山
登
山
路
愛
護
会
で
実
施

し
て
い
た
だ
き
、
地
元
と
協

働
で
行
っ
た
。

問　
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の

整
備
は
地
域
と
協
働
で
積
極

的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
。

問

答

菩提山城跡ハイキングコースの
整備について

地元と協力し、安全かつ快適に
利用できるように継続的に整備
する

問答
竹
中
氏
陣
屋
跡
（
櫓
門
）
周
辺
の

整
備
に
つ
い
て

ま
ず
は
竹
中
氏
陣
屋
跡
の
全
体
像
と
、

そ
の
歴
史
的
価
値
を
把
握
す
る
た
め

の
調
査
が
必
要
で
あ
る

問答
認
知
症
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

垂
井
町
に
向
け
て

行
方
不
明
を
防
ぐ
・
見
つ
け
る

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
認
知
症
対
策
事
業
を
進
め
る

鈴木 準二議員

YouTubeは
こちらから
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問　
原
発
と
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
対
し
て
の
考
え
は
。

住
民
課
長　
長
期
的
に
安
全

で
安
心
、
安
定
的
な
電
力
が

供
給
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ひ

と
つ
の
よ
い
方
向
と
考
え
る

が
、
経
済
成
長
も
考
慮
し
、

安
全
で
安
定
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
に
つ
い
て
は
、
国

の
責
任
に
お
い
て
検
討
す
べ

き
重
要
な
こ
と
と
認
識
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

私
た
ち
も
意
見
を
述
べ
て
い

く
こ
と
は
大
切
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

問　
原
子
力
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
避
難
経
路
と
避
難

場
所
に
放
射
性
物
質
が
何
分

で
到
着
す
る
か
。

企
画
調
整
課
長　
放
射
性
物

質
が
何
分
で
到
達
す
る
の
か

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

行
っ
て
い
な
い
。
県
が
策
定

す
る
原
子
力
災
害
に
係
る
岐

阜
県
市
町
村
広
域
避
難
指
針

に
基
づ
き
、
国
ま
た
は
県
に

よ
り
屋
内
退
避
を
行
う
べ
き

と
の
指
示
が
示
さ
れ
た
場
合

は
、
対
象
と
な
る
地
域
の
人

数
、
世
帯
数
、
年
齢
構
成
、

要
配
慮
者
数
等
を
踏
ま
え
、

県
と
共
に
総
合
的
に
対
応
を

検
討
し
、
県
や
関
係
機
関
等

と
連
携
し
、
支
援
を
得
な
が

ら
避
難
を
実
施
す
る
。

問　
耐
震
化
の
到
達
点
と
耐

震
化
促
進
策
は
。

都
市
計
画
課
長　
町
耐
震
改

修
促
進
計
画
に
お
い
て
、
住

宅
の
耐
震
化
率
を
令
和
７
年

度
ま
で
に
95
％
と
す
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
る
が
、
本

町
の
耐
震
化
率
は
、
67
％
で

あ
り
、
住
宅
の
耐
震
化
が
思

う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
現

状
で
あ
る
。
耐
震
化
促
進
策

と
し
て
、
昭
和
56
年
以
前
の

耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ
た
耐

震
性
の
低
い
木
造
住
宅
に
つ

い
て
、
無
料
の
耐
震
診
断
や
、

１
０
１
万
９
，
０
０
０
円
を

上
限
と
す
る
耐
震
補
強
工
事

に
係
る
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

問
本
町
は
、
地
震
災
害
の
極
め
て

危
険
な
位
置
に
存
在
し
て
お
り
、

そ
の
対
策
が
必
要

被
害
を
で
き
る
限
り
縮
減
・
軽
減

で
き
る
よ
う
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
る

答

問 能登半島地震から考える～
地震大国、日本に原発はいらない

答 国の責任において検討すべき
重要なことと認識している

中川 泰一議員

YouTubeは
こちらから

問　
垂
井
町
の
消
防
車
は
デ

ジ
タ
ル
通
信
シ
ス
テ
ム
に
移

行
さ
れ
て
い
る
か
。

企
画
調
整
課
長　
火
災
や
災

害
現
場
に
お
い
て
、
不
破
消

防
組
合
と
消
防
団
相
互
の
連

絡
を
密
に
し
、
消
火
活
動
や

災
害
応
急
対
策
を
緊
急
か
つ

円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
防

災
行
政
無
線
設
備
を
整
備
し

て
お
り
、
各
分
団
車
両
に
は

車
載
型
無
線
機
を
搭
載
し
て

い
る
。
搭
載
さ
れ
て
い
る
４

０
０
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
帯
の
旧
ス

プ
リ
ア
ス
規
格
で
使
用
す
る

ア
ナ
ロ
グ
方
式
の
無
線
設
備

に
つ
い
て
は
、
総
務
省
が
規

定
す
る
新
ス
プ
リ
ア
ス
規
格

必
要
周
波
数
の
外
側
で
発
射

さ
れ
る
不
要
な
電
波
の
許
容

値
に
適
合
し
た
無
線
設
備
へ

の
移
行
が
求
め
ら
れ
て
い
る

る
た
め
、
本
年
５
月
に
調
査

設
計
業
務
を
開
始
し
た
。
こ

の
業
務
の
中
で
、
現
在
の
無

線
設
備
に
見
ら
れ
る
通
信
状

況
の
不
具
合
に
つ
い
て
、
改

め
て
電
波
調
査
等
を
行
い
、

中
継
基
地
局
の
検
討
や
キ
ャ

リ
ア
網
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｐ
無

線
な
ど
の
併
用
な
ど
、
事
業

費
の
比
較
検
討
も
行
い
な
が

ら
、
デ
ジ
タ
ル
方
式
の
更
新

に
併
せ
て
改
善
が
で
き
る
よ

う
検
討
を
進
め
る
。

問　
災
害
時
に
消
防
団
員
を

招
集
す
る
方
法
は
。

消
防
主
任　
常
備
消
防
職
員

が
使
っ
て
い
る
参
集
メ
ー
ル

シ
ス
テ
ム
の
中
に
、
各
消
防

団
の
部
長
以
上
を
登
録
し
て

お
り
、
火
災
が
発
生
し
た
際

に
は
、
町
の
同
報
系
の
防
災

行
政
無
線
と
併
せ
て
、
そ
の

メ
ー
ル
を
配
信
し
て
い
る
。

問　
各
消
防
団
の
部
長
以
上

か
ら
各
団
員
に
は
ど
の
よ
う

に
配
信
さ
れ
て
い
る
か
。

消
防
主
任　
班
長
以
下
へ
の

配
信
方
法
は
現
在
統
一
さ
れ

て
い
な
い
が
、
各
分
団
で
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
す
る
な
ど
対

応
し
て
い
る
。

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
社
会
経
済
へ

の
影
響
等
に
よ
り
、
移
行
期

限
は
延
長
さ
れ
て
い
る
。

問　
無
線
機
が
傍
受
し
や
す

い
よ
う
に
中
継
基
地
局
を
配

置
し
、
通
信
エ
リ
ア
の
拡
大

が
期
待
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
通

信
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討

し
て
は
。

企
画
調
整
課
長 

本
町
の
移

動
系
防
災
行
政
無
線
設
備
は
、

製
造
か
ら
35
年
以
上
が
経
過

し
た
車
載
型
無
線
機
な
ど
を

使
用
し
て
お
り
、
機
器
の
老

朽
化
が
著
し
い
た
め
、
文
字

表
示
や
デ
ー
タ
伝
送
な
ど
通

信
機
能
の
向
上
、
通
信
エ
リ

ア
の
拡
大
、
音
質
の
改
善
な

ど
の
特
徴
を
生
か
し
た
２
６

０
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
帯
で
使
用
す

る
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
更
新
す

問
町
消
防
団
消
防
車
に
搭
載
し
て
い
る

無
線
機
に
つ
い
て

答
地
域
の
防
災
通
信
体
制
の
強
化
に

努
め
る

小宅　宏議員

YouTubeは
こちらから
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６月定例会 審議議案と議員の賛否
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６月定例会 議決結果

垂井町情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例の制定について

令和６年度垂井町一般会計補正予算（第１号）

　旧東保育園舎を改修し、新たに「垂井町ビジネス拠点施設」を設置するため、
公の施設の設置及び管理に関する事項について必要な事項を定めるもの。

　生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法律の整備に関する法律の
公布に伴い、所要の改正を行うもの。

　地方税法等の一部を改正する法律等の公布に伴い、垂井町税賦課徴収条例
の一部を改正する条例を専決処分したため議会に報告し、承認を求めるもの。

　３億999万５千円を追加し、予算総額を101億3,999万５千円とするもの。

令和６年度垂井町介護保険特別会計補正予算（第１号）

専決処分の承認について

　火災により比女町営住宅７号が焼失したことに伴い、垂井町町営住宅条例の
一部を改正する条例を専決処分したため議会に報告し、承認を求めるもの。

専決処分の承認について

　69万６千円を追加し、予算総額を27億7,069万６千円とするもの。

けやきの家改修工事請負契約の締結について

　契約相手方：平成興産株式会社　　契約金額：9,185万円

旧東保育園ビジネス拠点改修工事請負契約の変更について

　契約金額を１億8,348万円から１億9,625万6,500円に変更するもの。

固定資産評価審査委員会委員の選任について

　児玉輝昭委員の任期満了に伴い、同氏を再任するもの。

垂井町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
改正について

垂井町布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の
資格基準を定める条例の一部改正について

　行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等
の一部を改正する法律の公布に伴い、所要の改正を行うもの。

岐阜県後期高齢者医療広域連合の処理する事務及び規約の変更に関する
協議について

　児童福祉施設の設備及び運営に関する基準及び家庭的保育事業等の設備及
び運営に関する基準の一部を改正する内閣府令の公布に伴い、所要の改正を行
うもの。

　国におけるデジタル原則に照らした規制の一括見直しプランに基づくアナログ
規制の見直し及び下水道法施行令の一部を改正する政令の公布に伴い、所要の
改正を行うもの。

条例

予算

その他

　垂井町ＤＸ推進計画の実現に向け、条例及び規則に基づく行政手続について
オンラインによる手続が可能となるよう必要な事項を定めるもの。

垂井町ビジネス拠点施設の設置及び管理に関する条例の制定について

垂井町下水道条例の一部改正について



　７月16日、不破郡町村議会議長会視察研修会を
開催しました。垂井と関ケ原の両町の議員は、関ケ
原古戦場の史跡やワイワイプラザ垂井を訪れ、町職
員から説明を受けました。

　本号の表紙は、町内小学校の児童が議場を見学し
たときの様子です。児童らは職員からの説明を受け
た後、議長席や執行部席などに座り、議場の雰囲気
を味わっていました。
　今後も、議会への関心を高めていただくきっかけ
になるよう、積極的に情報を発信していきます。

広報研究会一同

　６月13日、宮代地内の東蛇池ため池を見学しま
した。県営ため池等整備事業による改修工事に伴い、
ため池の水が抜かれており、普段は見ることができ
ない池の内部を見ることができました。

５月
3日(金･祝)　自治功労者表彰式
5日(日･祝)　南宮大社例大祭
11日(土)　　各学級・講座合同開講式並びに講演会（議長）

19日(日)
    県身体障害者福祉協会不破支部

　　　　　　垂井町分会総会（議長）
20日(月)    第1回西南濃町村議会議長会(議長)
21日（火）　　全国町村議会議長・副議長研修会（議長）

23日（木）
　　特定非営利活動法人こども見守り隊

　　　　　　通常総会（議長）
26日(日)　　水防工法訓練
　　　　　　町スポーツ・レクリエーション祭（議長）
27日（月）　　町商工会　通常総代会（議長）
29日(水)　　議会運営委員会

６月

１日（土）
　　町芸術文化協会表彰式及び

　　　　　　春の芸術文化祭（議長）
３日（月）　　県町村議会議長会　臨時総会（議長）
　　　　　　県町村議会議長会　第１回評議員会（議長）
５日（水）　　第２回定例会第１日
　　　　　　全員協議会
６日（木）　　文教厚生委員会
　　　　　　町グラウンド・ゴルフ協会第24回大会（議長）
７日（金）　　総務産業建設委員会
12日（水）　　第２回定例会第２日
13日(木)　　全員協議会
        　　東蛇池ため池見学
14日(金)　　第２回定例会第３日
16日(日)　　郡消防操法大会
　　　　　　国民平和大行進（議長）
26日(水)　　郡グラウンド・ゴルフ協会第23回大会（議長）
        　　郡町長会・議長会交流会
28日（金）　　議会運営委員会

７月
４日（木）　　町交通安全対策協議会（議長）
５日（金）　　第３回臨時会
　　　　　　全員協議会
７日（日）　　町民ピンポン大会（議長）
16日(火)　　郡町村議会議長会視察研修会
24日（水）　　林道明神線開通式
　　　　　　第２回西南濃町村議会議長会（議長）

29日（月）～  西南濃町村議会議長会県外視察研修（議長）
31日（水）

９月定例会の予定
９月４日（水）　議案の提案説明など
　  18日（水）　一般質問
　  20日（金）　議案の審議・議決

東蛇池ため池を見学

不破郡町村議会議長会視察研修会

編集後記

議会・議長 活動日誌
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